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節電には夏季休暇等の取得が一番！

節電目的の7～9月の「ランチシフト」（昼休み13～14時）について申入れ
定時退庁や夏季休暇等休暇取得促進のために、予算関係業務や監査業務の抜本的見直しを！

自治労県職労は6月16日、節電対策の一環として行われる「ランチシフト」について申入れを行ないました。自治労県職労は基本的には県の節電対策へ協力していく姿勢ですが、昼休みの変更は労働条件の変更となり、労使における協議と合意が前提であることから申入れを行ない、右記の当局の回答を受け、7月以降の対応について了承しました。実施後、問題が発生した場合は組合にご連絡ください。

「ランチシフト」時の休暇取得例

○いわゆる「午後年休」　　　　○いわゆる「午前年休」
（4時間）の場合　　　　　　　（4時間）の場合

	勤務時間
	終了時間
	
	勤務時間
	開始時間

	7：00～15：45
	10：45
	
	7：00～15：45
	12：00

	7：30～16：15
	11：15
	
	7：30～16：15
	12：30

	8：00～16：45
	11：45
	
	8：00～16：45
	13：00

	8：30～17：15
	12：15
	
	8：30～17：15
	13：30

	9：00～17：45
	12：45
	
	9：00～17：45
	14：00

	9：30～18：15
	13：15
	
	9：30～18：15
	14：30

	10：00～18：45
	13：45
	
	10：00～18：45
	15：00


節電対策に係る対応について（申入れ⇒回答）

１．「ランチシフト」実施予定所属においても、病気等で昼食時間を変更することが健康上好ましくない職員等については、その対象外とすること

⇒当然のことであり、各局に周知したい。

２．「ランチシフト」実施中の夏季休暇をはじめとした休暇取得方法等について、各所属に周知徹底すること

⇒7月以降「ランチシフト」を実施する場合、休暇の取得方法等についてもわかり易く説明したい。

３．6月22日に実施される「節電チャレンジ」の結果を検証し、労働環境や県民サービスに大きな問題が懸念される場合は、計画を再検討し、自治労県職労と協議すること

⇒大きな問題があれば当然再検討し、組合とも話し合う。また、実施期間中においても、何かあれば相談したい。

４．当局は、節電のために職員の定時退庁や休暇取得を推奨しているが、夏季における時間外勤務や休暇取得の妨げの要因となっている予算関係業務や監査業務の方式を、抜本的に見直すよう検討すること

⇒節電対策本部に伝えたい。
「旧陸軍登戸研究所」探訪
○日時：6月25日（土）10時～

○集合：小田急線向ヶ丘遊園駅北口10時集合

○場所：明治大学平和教育登戸研究所資料館

※参加希望者は組合事務局までお申込ください。

























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































